
・
比例の取扱いについて (I)

― 明治5年 (1872年)か ら明治13年(1880年
・
)頃までの算術教科書を対象にして一

中 西 正 治
・           広 島大 学 大 学院

比 例 の取 り上 げ方 も時代 と ともに変 わ り,試 行錯誤 を繰 り返 し現
代 に至 って い る。本 稿 は明治期 ,特 に明治 5年か ら明治 13年頃の算術
教 科 書 で どの よ うな比 例 が扱 われ て いたの かそ の概観 を考 察す るこ

とが 目的 で あ る。 考 察 の結果 ,合 率比例 (複比例 )・ 正比 例 ・韓比

例 (反比例 )の 3つは少 な くとも一般 常識 的 となっていたのではない

か とい うこ と。 この 時代 はま だ比 例 の学習 内容 につ いて決 ま った方

向が なか った ので は ない か とい うこ と。 そ のた め全体 的 には 「算術

教 育 は これ か らだ」 とい う様 相 が よ く窺 え るこ と。 現代 と比べ て学

習年 齢 を考 え る とそ の程 度 が 高い ので はな いか とい うこ とな どが分
か った。 そ して 現代 へ の示唆 として は,合 率比例 (複比 例 )も 教材
に入 れ ては ど うか とい うこ1とで あ る。

[1]研 究 の 目的

比例(1)の考 え方は, 日常よく使 われ非常に大切である。そのため,比 例は小学校の

重要教材 の一つ となつてい る。 それ は今 も昔 も変 わ らない よ う

しか し,比 例の取 り上げ方 も時代 とともに変わ り,試 行錯誤 を繰 り返 し現代のよう

な内容を教えるに至つた。本稿は,明 治期の国定教科書以前 (特に明治 5年 か ら明治

13年頃)の 算術教科書で, どのよ うな比例が扱 われていたのかその概観を考察す るこ

とが 目的で ある。

[2]明 治 期 の小 学校 教 育 課程 の歴 史 の概 観

考察にあた つて ,明 治期 の小学校 の教育課程 の歴 史 を概観す る。

明治期 にお ける小学校 の教育課程に係わる法令は,お お よそ以下の よ うである。

明治 5年 9月 7日 「小学教員J」 (下等小学校4か年,上 等小学校4か年)

明治 6年 5月19日 「小学教則」一部改正

明治14年 5月 4日 「小学教則綱領」(初等科3年[義務l,中等科3年,高等科2年)

明治19年 5月25日 「小学校の学科及其程度」(尋常小学校4年[義務],高等小学校4年)

明治24年H月 17日 「小学校教則大綱」(尋常小学校3年又4年[義務],高等小学校2年又3年又4年)

明治33年8月21日「小学校令施行規則(教則)」(尋常小学校4年[義務],高等小学校 2年又3年又4年)

明治5年9月5日の 「学制」で,算 術 は 「但洋法ヲ用ル」 と特に注記 し, 日本の これ
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か らの算術教育の方針が洋算であることを示 している。同年9月7日公布の 「小学教

則」では 「洋法算術」 と明記 し,使 用する標準的な教科書の例示 として 「筆算訓蒙洋

算早学等」を挙げている。:′また翌
・
年5月19自め :「小学教則改正iに おいても算術の教

科書の例 として同書を挙げている。師範学校編集の教科書が出るまでは同書や これ よ

りももつ と古い往来物系統 ものが使われていた。明治6年4月の布達では,新 しい 目録

を出 してい る。文部省 はその普及 をはかるため,明治6年5月文部省及び東京師範学校 ・

東京開成学校蔵版 図書の翻刻 の許可,同 年6年7月には小学校用書 中翻刻 を許可すべき

書 目を示 している。各府県はそれ を受 け,翻 刻 め旨を届出 し,翻 刻 を行 つた。しか し,

明治初期 においては多数 の教科書が出版 され ,実 態 においては殆 ど任意 に使用 されて

い る状態であつた。その結果 ,明 治 13年9月H日 には 「小学校教科用書使用禁止書 目」

が出され ,小 学校 の教科書 として望ま しくない 教科書を指示 したのである。但 し,算

術に関しては該当するものはなかつた。明治13年12月には,小 学校で使われている教

科書採用上の注意がなされ,文 部省は教科書の調査を行い,調 査済み教科書表を発表

している。各府県はこの中から採択して管内小学校に使用すべき教科書を採定するこ

とになった。
i

明治 14年5月4日の 「小学教則綱領」で,は じめて教授項 目を具体的に表 した。 これ

以後の教科書は,こ の教授項 目に従 つて作成 されなけれ |ずな らな くなつた。,この綱領

の布告後 , “開 申制
"の

布達 を出 し教科書の制度化 を進 めた。そ して明治16年7月30

日には 「教科用 図書認 可の達」が出 され
“
認 可制度

"と
なった。

さらに明治 19年4月 10日には,小 学校令第 13条で 「小学校 ノ教科書ハ文部大臣ノ検

定 シタルモ ノニ限ルヘ シ」 と規定 し
“
検定制度

"と
した。同年5月10日には 「教科用

図書検定条例」が公布 されたが,翌 年 これ を廃止 して明治20年5月7日に 「教科用図書

検定規則」が公布 され,検 定済みの教科書は官報 に公示 され ることとなった。検定 さ

れ た教科書の採択 については,明治20年3月25日 「公私立小学校教科用図書採定方法」

が定められた。これによると,地 方長官が決めた審査委員が採定することになってい

た。

その後,明治24年10月7日 「小学校修身科教科用図書使用 に関す る通牒お よび説明」,

明治24年H月 17日 「小学校教科用図書審査等 に関す る規則」,明 治24年12月17日 「小

学校修身科教科用図書検定標準」,明 治33年8月21日 「小学校令施行規則(図書審査及

採 定)」,明 治36年4月13日 「小学校令(一部改正)」,明 治36年4月29日 「小学校令施行

規則(教科用 図書)」と教科書 に関す る法令 は 出 され てい つた。

[3]研 究 の手順       ‐

以上 のよ うな教科書の取 り扱いの歴史か ら,明 治期を5期に分け考察す る0。 第1期

を,明 治 10年頃迄 の 自由に 出版 ・採択 ができた時期 を中心 とした明治5年9月7日 「小

学教則」か ら明治13年頃まで,第 2期を,開 申制度 ・認可制度の時期 とし明治 14年5月

4日 「小学教則綱領 Jか ら明治 18年頃まで,第 3期を,明 治 19年5月25日 「小学校の学
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科及其程度」が公布 されてから明治23年頃まで(この期以降は検定制度 となる),第4期

を,明 治24年H月 17日の 「小学校教則大綱」から32年頃まで,第 5期を,明 治33年8月

21日 「小学校令施行規則(教則)」及び同施行規則の制定以後までとする。本稿は,この

第 1期 を考察す る。

ただし,本 稿で挙げるよく使用 された算術教科書 と判断する根拠は,『 近代教科書

の変遷東京書籍70年史』(3)及び 『日本教科書体系近代編』(4)に依ることとした。それ

らの教科書の中から,|ヒ例を扱つている教科書を本稿の対象 とした。 しかし,そ のす

べての教科書を調べ挙げることは,入 手 とい う点で筆者には不可能であつた。だが,

本稿の目的を達するには十分 と考える。文中に出てくるEコ は,筆 者の説明である。

[4]明 治5年の 「小 学教則」 について

小学校ではどの学年で比例を扱っていたのであろうか。明治5年の 「小学教則」を

見てみよう。 「小学教則」(明治.5年9月7日文部省布達番外)(6)では,比 例を,下 等小学

第 1級 の 「分数井比例算ヲ授ク」(∵週六字)で,上 等小学第人級の 「比例算ヲ授ク」

(一週六字)で,第 七級の 「比例算ヲ授ク」(一週六字)で教えることになっている。(1級

は6ケ月だか ら18ケ月の間に教えていることになる。明治6年の 「小学教則改正」(明

治6年5月19日文部省布達第76号)に 於いても同じである。明治14年5月4日の 「小学教

則綱領」で教授項 目を具体的に表わすまでは,「 比例算:ヲ授 ク」のみであつた。

[5]算 術教科書 の検討

第1期の算術教科書 としてよく用い られていたものに,塚 本明毅編 『筆算訓蒙』

(明治2年),岸 俊男編 『西洋算法比例法附分数術問題』 (明治4年),吉 田庸得編

『洋算早学』 (明治5年),師 範学校編 『小学算術書』 (明治6年),佐 々木綱親 『改

正洋算例題』 (明治6年),山 田正一訳 『小学筆算教授本』 (明治6年)な どがある3

これ らの うちの比例を扱つた算術書を考察する。定義と例題を 1題程度見ていくこと

に しよう。

①塚本明毅編 『筆算 訓蒙』(明治2年メ
8)

本書は 「小学教則Jの 中で使用す る標準的な教科書の例示 として挙げられているよ

うに明治初年 の代表的な算術書である。その ような ことか ら,こ の算術書の影響は広

範的であつた と考 え られ る。比例 は,全 5巻の うち 第3巻 「比例諸法」で扱 われてい

る。そこの 目録 には比例の内容 に関わ るもの として,「 比例式総論要訣六則」 「正比

例」 「轄比例」 「合率比例」 「連鎖約法」の 5つ がある。 「比例式総論要訣六則」で

は,基 本的な言葉 の定義や重要な性質 を扱 つている。 「正比例」以下は,具 体的な事

例 を用いてそれぞれの説明を行 つてい る。相通比例か ら分数比例まではユー ク リッ ド

の第5巻を連想 させ る よ うな扱 いで比例式の性質を扱 つている.そ れ以後は具体的な

例 をもうて説 明 してい る。 では実際 に各比例 を見てい こ う。

[相通比例 ]両 個 ノ比例式ア リ,共 二二同率アル時ハ,互 二是 ヲ相通 シテ,新 ニー比
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例 ヲ為 スベ シ,

(例題 )

是 ヲ相 通 比 例 卜称 ス
' 5 : 7 : : 1 5 : 2 1

5 : 7 : : 1 0 :  1 4

之 を変 え一 式 を作 る

15 : 21::10: 14

a : b = c : d , a : b = e : f  な らば  c:d = e : f

[相連比例 ]

例 卜称ス

(例題)

比例 中二同率アル トキハ,是 ヲ連子テ,一 比例 卜為スベシ,是 ヲ相連比

: 5:7::15:21

5:7:三 10: 14

15: 21::10: 14

15 : 21:三20: 28

5 : 7::15 : 21:三10: 14::20: 28

a : b = c : d , a : b = e : fな らば a:b= c : d = e : f = 2 e : 2 f

[和数比例]前 率の和 と,後 率の和 と,其 前後始率又前後末率 と,比 例 を為すべ し.

前後始率の和 と前後の末率の和 と,其 前率又後率 と,比 例 を為すべ し.

(例題 ) 15:5::12:4 15  12

5   4

1 5 + 5  1 2 + 4

1 5 + 5 : 5 : : 1 2 + 4 : 4

1 5 + 5 : 1 2 + 4 : : 5 : 4

15斗‐5 : 12J卜4::15 : 12:三5

a : b = c : d  な らば  a t t  b : c  t t  d = a : c = b : d

[較数比例]前 率の差 と,後 率の差 と,其 前後始率又前後末率と,比 例を為すべし.

前後始率の差 と前後の末率の差 と,其 前率又後率 と,比 例を為すべし.

貝

＋
‐２

一
４

〓＋

‐ ５

一
５

:4

(例題 ) 1 5 : 5 : : 1 2 : 4     又

1 5 _ 1 = 1 2 _ 1

15--12: 5--4::12

15--12: 5--4::12

1 5 :  1 2 : : 5 : 4

1 5 - 5  1 2 - 4

5     4

: : 1 5 : 5

１

４

４

貝

・

・

‥

a  I  b : c :  d  X  a :  c : b :  a  / e b l f  a - c :  b - d : a :  b : c : d

[和較 比 例 ]

例 卜称 ス

(例題 )

比例式 中,前 後率 ノ和数 卜較敷 卜,互 二又比例ヲ為スベシ,是 ヲ和較比

1 5 + 5

1 5 - - 5

1 5 + 5

1 5 + 5

15:5::12:4

12引卜4::15: 12

12--4::15: 12

12J卜4::15--5 : 12-T4

15-‐5::12-卜4: 12--4

1 5 :  1 2 : : 5 : 4

1 5 + 1 2 : 5 + 4 : : 1 5 : 5

1 5 - 1 2 : 5 - 4 : : 1 5 : 5

1 5 + 1 2 : 5 + 4 : : 1 5 - 1 2 : 5 - 4

1 5 + 1 2 : 1 5 - 1 2 : : 5 + 4 : 5 - 4
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a : b = c : d  な らば  a+b : a‐ b=c + d : c一 d
a + c : a一 c = b + d : b― d

[合率比例]許 多ノ比例式ア リ,其 各率ヲ相乗スル時ハ,更 ニー比例ヲ為スベシ,是

ヲ合率比例 卜称ス

(rlj題) 15:  5 : : 1 2 :  4     1  :  1 3三:2:26

二 =ユ      上 =ユ
5   4            13  26

彗X士×:=子長発×器
15xlx7  12× 2文14  '

5×1 3 x 9   4× 2 6×1 8

1 5× 1× 7 : 5× 1 3× 9三: 1 2× 2× 1 4 :4× 26× 18

a : b = c「 d,e : f = g : h , i : j = k :■  な らば
aei: b f j = c g k : d h受

数 モ ,亦互 二 比 例 ヲ為 ス ベ シ ,是ヲ方 乗 比 例 卜称 ス

1 5 :  5 : : 1 2 :  4

1 5 2 :  5 2 : : 1 2 2 : 4 2

a : b :  c :  d ならば  a2: b 2 = c 2 : d 2

[分数比例 ]凡 比例ア リ,其 各率 ヲ他 ノ比例式 ノ各率ヲ以テ,是 ヲ除ス レハ,其 分数

更ニー比例 ヲ為 スベ シ,是 ヲ分敷比例 卜称 ス

(例題 )

7 : 9 : : 1 4 :  1 8

7 _ 1 4

9  18

[方乗比例 ]凡 自乗数,即方面積 ノ

(例題 )

1 5 : 5 : : 1 2 : 4

1 5× 4 = 5× 1 2

1 4 :  1 8三: 7 : 9

1 4× 9 = 1 8× 7

４

一
９

地一田
‐２一７．。

一一　

　

　

〓

】一　』
・ グ

一カ
■

ｇ
〓

上

／

α
一
θ

ずらなｈｇ〓ｅ
ｄ

〓
ｂ

ａ

[正 比例 ]正 比例 は,已 知 の三件 を以て,未 知 の下件 を求む る法

第
二例 米 二十五石に して,其価金三百八十両な る時にて,米百五十石の価幾何なるや

(角卒答:) 35石 :280両 ::150石 : x両     又

χ=150× 280=1200両

内項 の積 =外 項の積 を利 用 してい る。

[韓 比例 ]韓 比例 は,比 例 中の同名 封率 を韓換す るを以 て法 となす

第一例 米 一千俵 あ り,毎表三斗五升入 りな り,今是を四斗俵 に成 る時,米幾何俵な るや

(角卒答:) 3,5斗 : 1000俵 ::4斗 : x俵 変之   二 _:1 0 o o : :上:x
3 , 5       4

x = 3 5 0 0 = 8 7 5俵

4

韓 比 例 とは反 比例 の こ とで あ る。
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[合率比例]合 率比例は,幾 個の比例を合せて,二 式となすものにて即各率相乗比例

な り.       :

第一例 二 十七人の職人毎 日十時間働き,十 六 日にして共に貨銀三百三園四十銭を得

た り今もし此職人三十五人にて,毎 日十一時間働き,十 二 日の間業をなす時は其得る

所の貨銀幾何なるや

(角卒答:〉           1 27人  : 35人

16日:12日,302両,40:XT
10時 : 11時

3 ) 2 7× 1 6× 1 0 : 3 5× 1 2× 1 1 :三3 0 2 . 4 0 :  x

9× 16× 10:35× 4× 11

9× 16×  2: 7×  4× 11

9×  4×  2: 7

1× 4× 2: 7

1 :  7   × 1 1三: 4 . 2 0 :  x

x=7× 11)く4.20=323両 。40

合率比例 とは複比例 の こ とである。

[連鎖約法]合 率比例乃愛例 に して1今求むるところの物 と,原 ある所の首件 との間に,

数件相 交 りて,原 今 の二件 ,直 に比例 をなす事 ,能 はiざるものを求む るの法 な り

第一例 或 人法蘭西にて其銀貨七百八十元フランを以つて物を買ひ しに,こ れ を我金

幾何両に営 るを知 らん とす るに其十二元有英國の十元シー リンに営 り英 の十二元は即

金一斤ポ ウン ドに して,米 利堅の四国人十四錢に同 じ,其 一
円我銀五十人匁 に営 りて,

我金一 両有即銀 六十匁 な り,因 つて此法回の物債 は,我 金幾何 両な るを求む .

(解答〉     X両 =40_警裏ト

再 法 = 鶉 豊

2鉛莞
=4,84誉

1円 =  58匁
 29

60匁 =   1両

x:=4,84× 29=140,両 36=140両 1分 1朱2匁 ,85

5)

4)

9)

8)

これ では計算 がわか りに くいので筆者 な りに考 えてみた。
法 元

7 8 0元 フラン……………………………… x両
法元       英 元

1 3元 フ ラ ン … 1 0元 シ ー リ ン

米 円

20元 シー リン…4円 84銭

=  1円 … … 58匁

60匁 … 1両

4円 84銭 は ,13元 フ ラ ン × 20元 シーリン=26元 フ ラ ン
10ラ七シーリン
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780元 フラン分の米円は4円84銭×780元フラン=4円 84銭 X30

米 円1円は,塁 笙 Xl両 =器 両 即 ち
器

両/.円
ギ

か ら

780元 フラン分の米 円は4円 84銭 X3 0 X塁 両ノ円
′ :             60

こ
・
のよう考えると塚本の左辺 ・右辺の割 り算が良く理解できる。

20元シーリン=2780元:フラン=13元フラン/匁 13元フ″/匁=tti 塾 二29匁三二文29匁=29

2    1匁10ラモシアリン     60夕⊆

これを始めか ら掛けると,4円 84銭 X

解答が正しいとすると「業の十二元Jは 「英の二十元」・の間違いのようである。

780元フラン  :文 塾 文1両ノ円となる。
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書名のとおり比例についてかかれた本である。そのためか比例についてだけを書い

た本であるせいか難 しい比例まで取り上げている。例題をあげて解説し問題をかかげ

ている。比例は「正比例」「韓比例」 「合率比例」 「按分逓折比例」 「逓加逓減比例」

「超位加減比例」 「和較比例」 「諸比例問題Jが 取り上げられている。ここでは,①

で取り上げられなかつた比例について説明しておこう。

[綾分通折比例]
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(例題)設 如ハ糧二千六百五十五石九

を照らし逓減之を納めしむ甲ハ二十戸

ふ各戸の納 る所幾何つなるや   り

斗フ求む るに甲乙丙丁成五等の人戸を して二人

乙ハ 四十戸丙ハ五十戸丁ハ六十戸戊ハ七十戸問

四率

分

石斗升合

59904

14976

3744

936

234

(解答 )  一 率

分

22700

22700

22700

22700

22700

二 率  甲 三 率

斗

26559

26559

26559

26559

26559

石

512

128

32

8

2

〓

乙

〓
丙

〓

丁

〓
戊

〓

[運加運減比例]

(例題 )設 如ハ金七十五斤 を公侯伯子男の五等に分典す男 よ り以上逓加 五斤なる時ハ

各 の得 る所幾何 な るや

(解答) =率  二 率

人   斤

5    :   7 5

四率

斤

:  15

男

５

子

１０

白

５
喉
２０

率

人

１

三

〓

公

25

ん 中の人 の斤 は上 の比例 式 か ら15斤と分 か る。 即 ち5人で75斤だか ら,5で 割 る と1
分 15斤 とな る。 平均 15斤とな るので ある。 だか ら15斤を 中心 と して上 に5斤づつ下

に5斤づつ加減すれ ば よい とい うのである。

[超位 加 減 比例 ]

(例題 )設 如ハ金五千両を以て馬 四匹,園 二E,宅 一軒を買ふる其園の債ハ馬の債に

比するに三倍多 く而 して宅の慣ハ園の償に比す るに又四倍多 しと然 らバ各の慣幾何な

るや

同書 の説,明部分 にかかれ て あった こ とは ,ほ ぼ以下の よ うな こ とで ある。 :
二 人 を照 らし逓 減 す るか ら

甲の 1戸 :乙 の 1戸 =8 : 2      :

乙の 1戸 :丙 の 1戸 =8 : 2

丙 の 1戸 :丁 の 1戸 =8 : 2

丁 の 1戸 :成 の 1戸 =8 : 2

甲の 1戸 :乙 の 1戸 :丙 の 1戸 :丁 の 1戸 :成 の 1戸 =5 1 2 : 1 2 8 : 3 2 : 8 : 2

甲は二 十 戸 ,乙 は 四十 戸 ,丙 は五 十 戸 ,丁 は六 十 戸 ,戊 は 七 十 戸 だ か ら
全 戸 の分 は ・`5 1 2× 3 0 + 1 2 8× 4 0 + 3 2× 5 0 + 8× 6 0 + 2× 7 0 = 2 2 7 0 0と な る.
全戸の分2270 0が265 5石9斗に相 当している。
以上のことを,文 字式で表す と,
a:b = x : y , b : c = x : y , c : d = x : y , d : e =文 :y な らば‐
  a:b:c:d:e=二 :二 :二 :二 :x:y

ノ
4  ッ 3  ノ 2  ノ
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(解答〉 ∵ 率  二 率

分    両

25  :   5 0 0 0

馬 四 匹 20 0両

四率

両

:  2 0 0

宅 40 0 0両

三 率

■ 分

平  1

園 8 0 0両

四匹分の債 を1分とす る。園は馬の3倍多いか ら1分+1分 ×3=4分 となる。宅は園よ
り4倍多いか ら4分 +4分 ×4= 2 0分 となる。全部で25分となる。つま り25分に相 当す る
のが500 0両である。即 ち1分に相 当す るのが200両である。馬は1分だか ら200両園は

だ か ら80 0両,宅 は20分 だ か ら40 0 0両 とな る。

③佐 な木綱親 『改正洋算例題』(明治6年)(1 2 )

この本は問題集である。正比例問題 ・韓比例問題 ・合率比例問題 ・按分逓折比例問

題 ・相連率法問題を取 り上げている。問題が並べられているだけで,解 説は与えられ

ていない。同書に取 り上げられていて① と②で扱わなかった相連率法についてだけ説

明 してお こう。

[相連率法]

(例題)呉 服尺一尺は曲尺一尺二寸に営 り鯨尺人寸は曲尺
°一尺に営る問フ鯨尺二丈四

尺の呉服尺幾何に営るや

④ 山田正一訳 『小学筆算教授本』 (明治 6年 )

デイビス (Ch. D a v i e s )の訳本である。 『小学筆算教授本』は入手できなかったが,

『小学筆算教授本答式』(13)が入手できたので,『 小学筆算教授本』で教えられ られて

いた内容をみることができる。それによると,4巻で比例を扱つている。革率比例 (正

比例 ・韓比例の総称)。 合率比例法 ・按分逓折比例法 ・百分算法 ・軍利法 ・重利法 ・

混和法 ・和較法などが取 り上げられている。比例を利用した金融関係のことがかなり

取 り上げ られている.

[9]ま とめ と考察

以上見てきたように,様 々な比例が取 り上げられている。次ページの表は,上 記の

4冊で扱われた比例,お よびそれ と関係 して扱われている内容をすべて挙げてみたも

のである。以下の4点のことがいえるのではないか。ただし、○印は取 り上げられて

いる内容 を示 している。

(ア)合 率比例,正 比例,韓 比例は4冊に共通 していることから考えると,こ の3つの比

例は少な くとも一般常識 となっていたのではないか:

『筆算訓蒙』の連鎖約法と同じ事である。   |
問題 は次 の よ うに整 理 され る。

呉 服 尺 一 尺 … … … …曲尺 一尺 二寸
:  曲

尺 一 尺 … … … …鯨 尺 人 寸

鯨 尺二丈 四尺 は鯨尺 人寸 の 3倍 だか ら曲尺三尺分 である。 曲尺三尺分 は 曲尺一尺二

寸 の30 / 1 2倍= 2 . 5倍。 だか ら呉服尺一尺 ×2. 5 =呉 服 尺二尺五 寸。 よって ,鯨 尺 二丈
四尺 は呉 服 尺 二 尺 五 寸 で あ る。
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『筆算訓蒙』′

(明治2年)

『西洋算法比例法附分

獅躙田 lpn浄旬

『改正洋算例題』
(明治6年)

『小学筆算教授本』
(明治6年)

本目更丑上ヒrlJ ○

本目達担上ヒFll ○ ○

和数比例 ○

較数比例 ○

和較比例 ○ ○ ○

合率比例 ○ ○ ○ ○

方乗比例 ○

分数比例 ○

正比例 ○ ,O ○ ○

韓比例 ○ . 0 ○ :○

連鎖約 法 ○ ○

按分逓折比例 ○ ○

逓加返減比例 ○

超位加 減比例 0

百分算法 ○ ・

軍利法 ・
O

重利 法 ○

混和 法 ○

平均償却法 〇
｀

合資算法 ○

利益 と損耗 ○

手数料 ○

利息の豫減 ○

保 険 ○

倉敷料 ○

(イ)『筆算訓蒙』は他に比バ少し数学的にきっちりとした構成を持たせようとしてい

る。逆に 『小学筆算教授本答式』に至|っては比例の応用を金融関係までとかなり

広げている。 『西洋算法比例法附分数術問題』 『改正洋算例題』はその中間的で

あり身近な生活で使用するような比例を扱っている。

(ウ)(イ)で述がたように 『筆算訓蒙』と 『小学筆算教授本答式』は対照的である。
このように両極端なものやその中間的なものがあるということは,こ め時代はま

だ 比例についてある程度決まった方向性もないことを示している。本当に 「算

術教育はこれからだ」とい う様相がよく窺える。

(工)正 比例を学習する学年は,現 代で言えば4年生から5年生にかけてである。現代
と比べると学習する程度が高いのではないか。

以上が考察である。ただ算術教育においてこれほど様々な比例が扱われていること

は,現 代から見れば驚きである。しかし扱っている例題や問題は実際に起こりうるよ

うな内容である.言 い方を変えれば,比 例は実際生活に必要不可欠な見方 ・考え方で

あるとぃうことを示しているのではないか。だからこそ算術教育で扱う必要があるの

であろう。比例は社会生活を営むために必要な教養の一部なのである。
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現代の算数 ・数学教育では:正 比例 と韓比例 (反比例)だ けを扱 っているが,筆 者

は一般常識 となっていた と考えられ る合率比例 (複比例)も 教材 として扱 ったほ ぅが

よいのではなぃ′かと考える。なぜなら,輸 送料など2量 に比例するとい う考え方は現

代の生活においてもよく使われる考え方だか らである.そ して比例を3本 柱 とするの

である。そ うすると新たなる体系ができる。子 どもは,一 般的に正比例 と反比例は

別々のものであると考えているが,合 率比例 (複比例)を 位置付け正比例 と反比例が

その特別な場合 とすることで,正 比例 と反比例が合率比例 (複比例)を 通 して統一的

に提えられ ようになるのではないか。

[参 考 文 献 ・引 用 文 献 ]

( 1 )本稿では:比 例を比 (a : b )。 比例式 (a : b = c : d )・ 比例の式 (y = a x )な どを含んだ形
で考 えている。

(2)神田修・寺崎昌男・平原春好編 『史料 教育法』学陽書房(昭和48年4月20日初版発行)
(3)東京書籍株式会社社史編集委員会編集 『近代教科書の変遷東京書籍70年史』東京書籍株式

会社(昭和55年9月1日発行)
(4)海後宗臣編纂 『日本教科書体系近代編第14巻算数(5)』(昭和39年9月20日発行)
(5)文部省内教育史編纂会編修 『明治以降教育制度発達史第1巻』龍吟社(昭和13年5月5日発
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(6)明 治5年9月7日の 「小学教員J」には,以 下のようにかかれている。

第 2章

第 8級  洋 法算術

筆算訓蒙洋算早学等ヲ以テ西洋数学数位 ヨリ加減算九々ノ声二至ル迄ヲー

々盤家二記シテ之 ヲ授ケ ………

第 1級  算 術

分数井比例算 ヲ授 ク

第 3章

: 第 8級  算 術

比例算 ヲ授ク

第 7級  算 術

比例算ヲ授ク
7)松原元一著 『日本数学教育史算数編(1)』風間書房(平成4年3月15日3版発行)
8)塚本明毅編 『筆算訊1蒙』(明治2年)
9)岸俊男編 『西洋算法比例法附分数術問題』花街堂(明治4年)
10)吉田庸得編 『洋算早学』三餘堂(明治5年3月刻成)
11)師範学校編 『小学算術書』(明治6年5月刊行)
12)佐々 木綱親 『改正洋算例題』陸軍文庫(明治6年再刻)
13)山田正一訳 『小学筆算教授本 答式』正費堂(明治10年2月出板)
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